
 

 

 

 

大地に根を張り、未来へ伸びよ 

瀬戸市立幡山中学校長 梶田 明敬 
 
 

先日、３年生にとって中学校生活最後の全校集会がありました。弁天池の上に建つ体育館は、この時期、身に染みる寒さを

感じます。「こんな思いをするのも最後なんだな」と感慨深く子どもたちの姿を眺めながら、私はこんな話をしました。 

『新聞記事で紹介されていた、瀬戸市出身であり専門学校で写真を学ぶ若者の卒業写真展を見に行ってきました。彼の写真

は、能登半島地震やその後の水害で被災した石川県輪島市の様子を撮影したものでした。その

写真に映る輪島の人たちは、笑顔いっぱいで力強く、不安や悲しみを乗り越えようとする強いま

なざしをもっていました。 

 なぜ、彼はこんなにも素敵な表情を写真に収めることができたのでしょうか。それは、カメラを向

ける前に、ボランティアとして後片付けを手伝ったり、地元のお祭りに参加してお神輿を一緒に担

いだりと、地域の人々との心の通い合いを大切にしたからです。何かを成し遂げるには、周りの人

との心の通い合いが大きな力となるのです。』 

 夢や希望を叶えるための一つのヒントとして、そんな話をしました。 

 実は、彼の写真の中にもう一つ印象的なものがありました。それは、青空のもと、ススキが

風に揺れる風景を収めた一枚です。ススキは、彼の写真集のタイトルにもなっており、その思

いが込められた特別な写真でした。 

 皆さんは、ススキの花言葉をご存じでしょうか。それは「活力」です。ススキは、しっかりと地

面に根を張り、細い茎をまっすぐに伸ばします。そして、風が吹いてもしなやかにしなり、元の

姿に戻るのです。彼は、その姿を輪島の人々の生き方になぞらえ、写真集のタイトルにしまし

た。 

 今年度、本校の重点方針は「レジリエンス」でした。逆境や苦難に負けず、しなやかな心を育てることを目指してきました。 

 中学生という多感な時期は、「このままでいいのか」と生き方に迷ったり、周囲と比較して落ち込んだり、親離れしようと背伸

びをしてみたり、大人から見ると危なっかしいものです。これまで培ってきた自信やプライドが「ポキン」と折れてしまうこともあ

るかもしれません。しかし、それを乗り越える力を身につけてほしい——それこそが「レジリエンス」です。 

 学校評価アンケートでは、「たくましく生きる」という項目が昨年と比べてやや低下していました。まだまだ道半ばではあります

が、それだけ学校として意識して取り組んできた証でもあります。 

 ３年生は卒業してしまいますが、この一年彼らに伝え続けてきた、ススキのように「しなやか

で、たおやかな心」を忘れず、これからの人生を力強く歩んでいってほしいと思います。 卒

業おめでとう！ 
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夏休みの終わりは、“迷走”台風１０号が“ジョギング並み”の速さで西日本をゆっくりと縦断

し、各地で土砂災害や道路冠水などを引き起こしました。この影響で、９月２日の２学期始業式が

休校になる恐れもあったのですが、無事開催することができました。今回は、子ども達に始業式

で伝えたことを紹介します。 

 

９年間を通じて子ども達の未来をつなぐ 

 

瀬戸市立幡山中学校長 梶田 明敬 

 瀬戸市全域で進められている教育活動に、「小中一貫教育」があります。日本において、義務

教育は小学校６年間とその後の中学校３年間を指しますが、この二つの間には大きな隔たりがあ

りました。そのため、「中一ギャップ」という言葉があるように、中学校に入学すると、これまでの生

活とは大きく異なるため、そこに適応できず苦しむ子ども達が少なからずいるということです。そ

れを少しでも解消するために、緩やかに小中の接続ができないかということで生まれたのが「小

中一貫教育」です。義務教育の９年間を見通し、同じ目線で子ども達を見守り育てることを大切

にしています。そこで幡山中ブロックの３校（幡山中・幡山東小・幡山西小）では、こんな子どもた

ちを育てたいという「めざす子ども像」を次のように掲げ、日々の教育活動を行っています。 

〇思いやりのある子   〇たくましく生きる子   〇地域に貢献できる子 

 また、小学校と中学校の教員が互いに行き来し、お互いの教育を理解することが一番の近道

であることから、中学校の教員が小学校で授業を行う「乗り入れ授業」や給食交流を行っていま

す。そして、「人とかかわる力を身につけるプログラム（ハタトーク）」を３校で同じように実施する

など、小学校でやってきたことが中学校でも継続されるようにしているため、それが子ども達の安

心感や充実感につながっていると実感しています。 

 さらに、幡山中ブロックの「小中一貫教育」の目玉として、ここ数年継続して実施していること

があります。それは「福祉教育」です。一人ひとりが幸せに生きることができる社会の実現をめざ

すことは、多様性が叫ばれている今、最も大切なことだと思います。幸運なことに、幡山中ブロック

は、瀬戸つばき特別支援学校と隣接しており、中学校の１年生において相互交流を続けていま

す。今年度も６月１２日に第 1回の交流会を実施しました。子ども達の様子や感想から、とても充

実した時間が過ごせたようです。当日の様子は裏面でも紹介しています。ぜひご覧ください。 
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２年 救命講習会 

今年度も、パラスポーツの普及と研究に携わる藤田先生を講師に招き、実際にボッ
チャを体験する交流会を実施しました。「工夫次第で誰でも楽しめるスポーツ」を合言
葉に、生徒たちは仲間とともにボッチャの奥深さ・楽しさを実感しているようでした。 

１年・１組 ボッチャを楽しもう！交流会 
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全校が一堂に会する最後の機会である、卒業生を送る会が体育館で行われました。 
生徒会が中心となって進行し、１組は応援メッセージを、１年生、２年生、３年生は
合唱を披露しました。在校生と卒業生との心が通い合う、温かな雰囲気の会でした。 

卒業生を送る会 

今年度も、瀬戸市の消防士の方を講師に招き、２年生を対象とした救命講習会を行
いました。AEDの使い方、心臓マッサージなどを実際に行って、いざという時に迅速
な対応ができるよう、生徒は皆真剣な表情で話を聴き、実習に取り組んでいました。 


